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「浜田知明のすべて」図録より

浜田知明さん逝く
　７月17日、戦争の非情さや人間の愚かさを鋭く批
判し、現代社会を風刺した国際的な版画家で彫刻家の
浜田知明さん（熊本市・高木出身）が100歳で亡くな
りました。浜田さんの作品は、カルチャーセンターな
どに多く展示されています。一般社団法人アートネッ
トワーク熊本みふねの竹田津純代表は「寡黙で穏やか
な人。権力に屈しない強い信念を持ちながら、造形的
なところでは繊細なものを持ち合わせていた。偉大な
人を失い、ショックです」と話しました。

43年ぶりの入賞！県大会団体３位
　７月22日、御船中学校男子ソフトテニス部（松山
淳一監督）は県中学校総合体育大会で団体の部の３位
となり、43年ぶりの快挙を達成しました。１回戦は、
県１位の選手がいる玉名中学校との対戦。結果は２対
１と激戦を制し、２回戦へ駒を進めました。２回戦も
勝ち進み、準決勝で長嶺中に惜しくも敗退、３年生の
夏が終わりました。主将の増永匠眞さん（中３）は「試
合ではプレッシャーの中、全力プレーができた。後輩
たちには、自分たちが果たせなかった九州大会出場に
向けて頑張ってほしい」と熱く話しました。

御船町学童水泳記録会
　

　７月25日、平成30年度御船町学童水泳記録会が町
スポーツセンターで行われ、町内の５・６年生が仲間
からの大歓声の中、自らの記録に挑戦しました。　　
　各種目の１位と、新記録者は次のとおりです。　

　県大会への出場が決まった第４分団第２班

第４分団が郡大会で２位！県大会へ！
　７月28日、甲佐町で上益城郡消防大会（操法大会）
が開催され、今年は２年に一度の操法競技が行われま
した。御船町代表として、第４分団第２班（七滝）と
第６分団第２班（田代）が出場した小型ポンプ操法競
技の部には各町から11チームが参加。県大会への出
場をかけ、規律やホースの延長、水出しまでのタイム
を競い合いました。優勝は逃しましたが、第４分団第
２班（七滝）が準優勝で県大会への切符を手にしまし
た。県大会は９月２日、山鹿市カルチャースポーツセ
ンター第１駐車場で開催されます。

種　　目 氏　   名 学校名 記　録
５年男子 25m自由形 馬場　優樹 小坂 17秒３　新
５年女子 25m自由形 田上　遥菜 御船 18秒９
６年男子 25m自由形 川口　和輝 御船 17秒９
６年女子 25m自由形 渡邉　南実 滝尾 17秒９
５年男子 25m平泳ぎ 福味　昴一 御船 27秒４
５年女子 25m平泳ぎ 田上　遙菜 御船 24秒２　新
６年男子 25m平泳ぎ 林田　尚大 木倉 25秒７
６年女子 25m平泳ぎ 藤岡　真実 御船 25秒８
５年男子 50m自由形 馬場　優樹　 小坂 37秒５
５年女子 50m自由形 井上　美咲 小坂 39秒１
６年男子 50m自由形 川口　和輝 御船 38秒８
６年女子 50m自由形 栗嶋　愛海 七中 35秒６
５年男子 50m平泳ぎ 甲斐　　航 高木 60秒９
５年女子 50m平泳ぎ 落合みなみ 御船 55秒３
６年男子 50m平泳ぎ 岩永　伊吹 小坂 58秒８
６年女子 50m平泳ぎ 藤岡　真実 御船 53秒９
５年男子100mリレー 小坂 84秒６
５年女子100mリレー 御船 82秒５
代表男子100mリレー 御船 76秒３
代表女子100mリレー 御船 82秒９

震災の経験を活かして～被災地に災害支援
　平成30年７月豪雨の被災地である愛媛県宇和島市に対
して、熊本県の自治体が人的支援にあたることとなり、派
遣団（第１陣）の一員として御船町役場職員の上村祐史主
事が派遣されました。被災地では、川の氾濫による浸水や
家屋の流出、土砂崩れによる家屋損壊などの被害がみられ、
上村主事は、被災者の生活再建の基礎となる被害家屋調
査の支援にあたりました。御船町は、熊本地震の際に宇和
島市から人的支援を受けており、「熊本地震での経験を活
かし、少しでも恩返しができれば」と上村主事。今後も被
災地の要請に応じ、可能な限り職員が派遣される予定です。

1.2_土砂崩れによって家屋が飲み込まれる
（宇和島市）

3_町議会事務局の
上村祐史主事
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　おいしい料理がたくさん！

みふねに地域食堂・子ども食堂が誕生！
　７月26日、誰もが立ち寄れる場所「地域食堂・子ど
も食堂～ごはん日和～」（御船しあわせ日和実行委員会
プレゼンツ主催・丸山美奈子代表）が街なかギャラリー
に開店しました。「この活動を通して、地域と子どもた
ちが交流し、笑顔になることで、震災でお世話になった
人たちに、御船町から元気を発信していきたい」と話す
丸山さん。当日は、約230人が来店。この企画に賛同し
た20の団体と個人から寄せられた食材で、ポークカレー
や野菜サラダ、デザートなどが振る舞われました。来店
した人たちは、笑顔とお腹がいっぱいになりました。

カレーの分量を一つ一つ量り、袋につめる様子

町学校給食センターで調理訓練
　７月23日、町学校給食センター（宮﨑靖所長）で
災害時に食事の提供をスムーズに行えるように調理訓
練を行いました。訓練では、職員たちで役割分担をし、
高圧調理器によるレトルトカレーを300食分を作りま
した。他にも新しい調理方法として、短時間ででき、
災害時の調理にぴったりの「パッククッキング」を実
践。ポリ袋に材料と調味料を入れるだけで、一つの鍋
で複数の料理が一度にできます。災害に備えるために
も、日常生活で取り組んでみませんか？
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